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生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

脱
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
へ

地
球
温
暖
化
対
策
が
大
き
く
前
進
！

後　
藤　
ゆ
う
子

か
と
う　
涼　
子

待
っ
た
な
し
！
温
暖
化
対
策

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
に
伴
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
由
来
の
電
力
に
切
り
替
え

る
施
設
は
ど
こ
か
。

答　
エ
コ
プ
ラ
ザ
、
保
育
園
、

集
会
所
等
、
受
変
電
設
備
の
な

い
約
1２0
施
設
は
７
月
か
ら
、
田

無
庁
舎
、
防
災
セ
ン
タ
ー
、
小

中
学
校
、
図
書
館
、
公
民
館
等
、

受
変
電
設
備
の
あ
る
約
50
施
設

は
10
月
か
ら
切
替
予
定
。

問　
森
林
整
備
に
よ
る
カ＊
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
の
展
開
を

要
望
し
て
き
た
。
概
要
は
。

答　
森
林
環
境
譲
与
税
等
を
原

資
に
自
治
体
間
連
携
に
よ
り
実

問　
生
活
保
護
の
扶
養
照
会
は
、

個
人
の
尊
重
を
冒
す
。

答　
扶
養
照
会
は
保
護
の
要
件

で
は
な
い
。
本
市
は
本
人
の
同

意
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。

問　
生
活
保
護
に
は
偏
見
が
あ

る
。
扶
養
照
会
に
も
懸
念
が
あ

る
。
生
活
保
護
の
利
用
が
進
ま

な
い
原
因
だ
。
ど
う
す
る
。

答　
国
民
の
権
利
で
あ
り
、
周

知
に
工
夫
を
し
た
い
。

問　
ワ
ク
チ
ン
は
打
つ
リ
ス
ク

と
利
益
、
打
た
な
い
リ
ス
ク
と

利
益
が
示
さ
れ
て
初
め
て
任
意
、

自
己
責
任
に
な
る
。
公
開
は
十

分
か
。
５
歳
か
ら
11
歳
の
接
種

に
は
問
題
が
あ
る
。

答　
ク
ー
ポ
ン
券
や
接
種
券
に

同
封
し
た
文
書
に
も
任
意
だ
と

掲
載
し
て
い
る
。
小
児
も
中
等

問　
小
学
校
通
学
路
合
同
点
検

で
、
令
和
２
年
度
、
３
年
度
と

同
じ
と
こ
ろ
が
点
検
箇
所
に
上

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
問

題
だ
。
優
先
的
に
解
決
を
。　

答　
子
ど
も
た
ち
の
命
を
最
優

先
に
し
っ
か
り
と
安
全
対
策
を

取
っ
て
い
き
た
い
。

問　
横
断
歩
道
で
「
歩
行
者
が

い
た
ら
止
ま
る
」
の
徹
底
を
。

答　
ど
の
よ
う
な
効
果
的
な
取

組
が
で
き
る
か
、
田
無
警
察
署

や
交
通
安
全
協
会
等
と
も
連
携

し
て
検
討
す
る
。

問　
北
町
５
丁
目
か
ら
６
丁
目

を
東
西
に
走
る
３
・
３
・
14
号

線
に
横
断
歩
道
の
設
置
を
。

答　
田
無
警
察
署
に
継
続
し
て

要
望
す
る
。

問　
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

コ
ロ
ナ
出
口
戦
略
に
向
け
て

問　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
第

二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
戦
略

が
重
要
だ
。
伴
走
型
支
援
を
強

化
す
る
た
め
の
取
組
は
。

答　
継
続
的
に
自
立
相
談
支
援

員
が
寄
り
添
い
就
学
準
備
支
援

事
業
、
就
労
支
援
、
生
涯
現
役

応
援
窓
口
等
と
連
携
し
て
い
る
。

学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
危
機
管
理�

問　
デ
ジ
タ
ル
教
育
の
推
進
と

同
時
に
、
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す

る
有
害
サ
イ
ト
や
犯
罪
か
ら
子

ど
も
を
守
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
強
化
が
重
要
だ
。
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
の
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
機
能
等

対
策
は
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
不
適
切
な

サ
イ
ト
の
閲
覧
を
禁
止
す
る
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
を
し
て
い

施
す
る
。
学
校
教
育
と
の
連
携

も
研
究
し
た
い
。

意
見　
行
動
変
容
へ
と
つ
な
が

る
波
及
性
の
あ
る
取
組
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

小
児
へ
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
積

極
勧
奨
に
反
対
す
る

問　
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
現
時
点
で
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
対
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が

確
定
的
で
な
く
、
努
力
義
務
の

規
定
は
適
用
し
な
い
と
明
示
さ

れ
て
い
る
。
接
種
券
を
希
望
者

の
み
に
送
付
で
き
な
い
か
。

答　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
安
全

性
、
副
反
応
や
手
続
の
迅
速
な

情
報
提
供
が
重
要
で
あ
り
一
括

送
付
す
る
。

問　
杉
並
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
週
ご
と
に
年
代
別
の

感
染
者
数
、
重
症
者
数
、
重
症

化
率
、
死
亡
者
数
が
掲
載
さ
れ

現
時
点
で
子
ど
も
は
全
て
ゼ
ロ

だ
。
本
市
の
子
ど
も
の
重
症
者

数
、
重
症
化
率
、
死
亡
数
は
。

答　
東
京
都
か
ら
情
報
提
供
を

さ
れ
て
い
な
い
。

産
後
ケ
ア
と
子
ど
も
食
堂

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
産
後
ケ
ア

事
業
の
拡
充
を
求
め
る
。

症
や
重
症
の
例
が
あ
り
、
接
種

の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

問　
打
つ
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し

た
あ
と
で
任
意
と
言
わ
れ
て
も

任
意
に
な
ら
な
い
。
小
児
の
接

種
は
推
奨
で
き
な
い
。

答　
厚
労
省
の
情
報
な
ど
を
ど

う
伝
え
る
か
検
討
し
た
い
。

問　
広
報
の
現
状
と
在
り
方
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
有
益
か
つ
必
要
な
情
報
発

信
に
努
め
て
い
る
。

問　
香
害
の
認
識
は
。

答　
人
に
不
快
感
を
与
え
身
体

に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

意
見　
生
活
保
護
は
関
心
が
な

い
人
た
ち
に
広
ま
っ
て
始
め
て

理
解
が
深
ま
る
。
香
害
は
無
自

覚
の
加
害
者
が
知
っ
て
初
め
て

解
決
す
る
。
工
夫
が
必
要
だ
。

９
号
線
と
東
大
農
場
通
り
の
交

差
点
、
六
角
地
蔵
尊
交
差
点
の

所
沢
街
道
北
西
側
に
横
断
歩
道

の
設
置
を
。

答　
事
業
主
体
で
あ
る
東
京
都

に
改
善
に
向
け
た
対
策
の
検
討

を
要
望
す
る
。

問　
保
谷
新
道
の
保
谷
駅
南
口

付
近
が
危
険
。
無
電
柱
化
の
検

討
状
況
は
。

答　
都
道
の
優
先
検
討
路
線
。

早
期
整
備
を
都
に
要
請
し
た
。

問　
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
パ
ー
ク
周
辺
の

道
路
、
深
大
寺
街
道
な
ど
が
危

険
。
歩
行
空
間
の
確
保
を
要
望

し
た
が
そ
の
後
の
状
況
は
。

答　
銀
行
側
か
ら
、
運
動
場
の

北
側
及
び
西
側
道
路
に
一
定
の

歩
行
空
間
を
確
保
す
る
と
伺
っ

て
い
る
。

る
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
側
の
ブ
ロ

ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
は
使
用
し
て
い

な
い
が
十
分
対
応
で
き
る
。

若
者
サ
ミ
ッ
ト
の
案
は
ど
こ
に�

問　
子
ど
も
が
ど
真
ん
中
と
言

う
が
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場
の

若
者
サ
ミ
ッ
ト
案
は
全
く
採
用

さ
れ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。

答　
多
世
代
が
交
流
す
る
場
、

非
日
常
が
感
じ
ら
れ
る
場
と
い

う
内
容
だ
っ
た
。
今
後
、
田
無

駅
南
口
の
整
備
の
調
査
を
行
い
、

整
備
イ
メ
ー
ジ
の
検
討
を
行
う
。

東
大
農
場
と
環
境
学
習

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
東
大
生
態
調
和

農
学
機
構
と
長
年
培
っ
た
環
境

学
習
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
こ
れ
ま
で
数
々
協
力
し
て

き
た
の
で
連
携
を
図
る
。

答　
育
児
不
安
の
高
ま
り
を
受

け
、
新
た
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
取
り
入
れ
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
食
堂

は
17
団
体
に
増
加
し
た
。
市
は

ど
う
支
え
て
い
く
の
か
。

答　
新
た
な
補
助
事
業
で
団
体

の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
側
面

的
に
支
援
す
る
。

今
こ
そ
保
育
の
質
の
確
保
を

問　
近
隣
市
の
公
立
保
育
園
廃

止
に
激
震
が
走
っ
て
い
る
。
公

立
保
育
園
の
役
割
と
は
何
か
。

答　
福
祉
課
題
を
抱
え
た
子
・

家
庭
の
支
援
や
保
育
の
質
の
確

保
は
公
の
役
割
で
あ
る
。

問　
公
立
の
基
幹
型
保
育
園
は

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
機

能
を
担
う
が
、
エ
リ
ア
の
再
編

に
合
わ
せ
、
５
園
か
ら
９
園
へ

と
拡
充
す
べ
き
だ
。

答　
９
つ
あ
る
中
学
校
区
設
置

に
向
け
て
検
討
を
広
げ
る
必
要

が
あ
る
。

多
様
な
就
労
機
会
の
確
保
を

問　
障
害
の
あ
る
方
へ
の
就
労

機
会
の
創
出
を
要
望
す
る
。

答　
庁
内
に
お
け
る
職
場
実
習

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
後
は
雇

用
の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

　
　
　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
、
世
界
を
震

撼
さ
せ
た
。
原
発
、
学
校
、
小

児
科
・
産
科
病
棟
等
、
無
差
別

的
な
攻
撃
を
続
け
、
何
百
人
も

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る
中
、

何
も
で
き
な
い
自
分
に
、
自
問

自
答
し
な
が
ら
、
質
問
を
す
る
。

市
長
は
「
最
善
の
努
力
を
」

問　
①
家
庭
内
感
染
も
含
め
、

ま
ん
延
防
止
を
見
据
え
た
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
②
医
療
の
ひ

っ
迫
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
環

境
へ
の
対
応
③
飲
食
業
界
へ
の

対
応
④
小
中
学
生
の
行
事
が
い

つ
も
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
。

意
見

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
「
絶
対

コ
ロ
ナ
の
せ
い
に
し
な
い
」
、

そ
し
て
「
今
で
き
る
最
善
の
努

力
を
す
る
こ
と
」
、
こ
れ
が
市

長
の
責
務
で
は
な
い
の
か
。

答　
感
染
症
の
流
行
は
日
常
生

活
に
多
く
の
制
約
が
か
か
り
、

そ
の
影
響
は
様
々
出
て
い
る
。

意
見　
市
長
の
生
の
声
で
、
心

の
籠
も
っ
た
「
最
善
の
努
力
を

す
る
」
と
い
う
言
葉
を
頂
き
た

か
っ
た
。
私
は
、
人
の
せ
い
に

す
る
と
い
う
の
は
大
嫌
い
だ
。

　
自
分
が
一
生
懸
命
努
力
す
る

こ
と
が
、
皆
に
も
通
じ
る
。
コ

ロ
ナ
に
負
け
な
い
、
コ
ロ
ナ
の

せ
い
に
し
な
い
。
今
で
き
る
最

善
の
努
力
を
私
は
惜
し
み
な
く

し
て
い
こ
う
と
思
う
。

一般質問

「
最
善
の
努
力
」
の
言
葉
を
求
め
て
!!

小　
峰　
和　
美
（
無
所
属
①
）

一般質問

個
人
の
尊
厳
を
冒
す
扶
養
照
会
は
廃
止

市
民
相
互
の
理
解
が
進
む
情
報
公
開
を

森　
　
て
る
お
（
無
所
属
②
）

一般質問

子
ど
も
の
命
を
最
優
先
に

通
学
路
の
安
全
対
策
に
取
り
組
め
！

田　
村　
ひ
ろ
ゆ
き
（
無
所
属
④
）

一般質問

子
ど
も
を
狙
う
ネ
ッ
ト
犯
罪
の
多
発

学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
危
機
管
理
徹
底
を

納　
田　
さ
お
り
（
無
所
属
③
）
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ゼロカーボンシティ宣言のぼり旗（田無庁舎入口）

＊カーボンオフセット　�日常生活や経済活動において避けることができないＣＯ２等の温室効果ガスの排出について、まずできるだけ排出量が減るよう削減努力を行い、どうしても排出される温室効
果ガスについて、排出量に見合った温室効果ガスの削減活動に投資すること等により排出される温室効果ガスを埋め合わせるという考え方。

ゼロカーボンシティとは
　環境省では、「2050年に二酸
化炭素（温室効果ガス）排出量
を実

※
質ゼロにすることを目指す

旨を市長が公表した地方自治体」
を「ゼロカーボンシティ」とし
ています。

ゼロカーボンシティの宣言
　西東京市は、地域全体で脱炭
素社会の実現を目指し、環境負
荷の少ないまちを次世代につな
ぐため、令和４年２月25日、ゼ
ロカーボンシティの実現を目指
すことを宣言しました。

※ 「排出量を実質ゼロ」とは、二酸化
炭素などの温室効果ガスの人為的な
発生源による排
出量と、森林等
の吸収源による
除去量との均衡
を達成すること
です。

「ゼロカーボンシティ宣言」

用語解説


